
守
山
記
生
先
生
年
譜

・
著
作
目
録

略
年
譜

一
九
四
〇
年
四
月
三
日

一
九
五
九
年
三
月

一
九
六

一
年
四
月

一
九
六
七
年
三
月

職
歴

一
九
六

七
年
四
月

一
九
⊥ハ
九
年
四
月

一
九
七
⊥ハ
年
四
月

一
九
八
〇
年
四
月

一
九
八
七
年
四
月
か
ら

一
九
八
八
年
三
月
ま
で

一
九
八
九
年
四
月

京
都
市
に
生
ま
れ
る

京
都
府
立
朱
雀
高
等
学
校
卒
業

京
都
大
学
文
学
部
入
学

京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
西
洋
史

学
専
攻
卒
業

現
奈
良
大
学
附
属
高
等
学
校
教
諭

奈
良
大
学
文
学
部
助
手

奈
良
大
学
文
学
部
講
師

奈
良
大
学
文
学
部
助
教
授

奈
良
大
学
教
員
在
外
研
修
員
と
し

て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
リ
エ
ー
ジ
ュ
大

学
に
留
学

奈
良
大
学
文
学
部
教
授

一
九
九
八
年
四
月

二
〇
〇
⊥ハ
年
三
月

二
〇
〇
六
年
四
月

二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら

二
〇
〇
六
年

一
〇
月
ま
で

二
〇
〇
六
年

一
〇
月
七
口

著
書

奈
良
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文

化
財
史
料
学
専
攻
兼
担

奈
良
大
学
文
学
部
定
年
退
職

こ
の
間
、
大
阪
市
立
大
学
文
学
部

非
常
勤
講
師
、
立
命
館
大
学
理
工

学
部
非
常
勤
講
師
、
立
命
館
大
学

夜
間
部
非
常
勤
講
師
、
朝
日
カ
ル

チ
ャ
ー
・セ
ン
タ
ー
講
師
(大
阪
)、

T
B
S
系
テ
レ
ビ
全
国
放
送

『世

界
遺
産
』
監
修

奈
良
大
学
名
誉
教
授

奈
良
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

奈
良
大
学
通
信
教
育
部
文
化
財
歴

史
学
科
非
常
勤
講
師

逝
去

『北
フ
ラ
ン
ス

・
ベ
ル
ギ
ー
中
世
都
市
研
究
』

近
代
文
藝
社
、

一
九
九
五
年

一
一
月
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『
フ
ラ

ン
ド
ル
伯
の
領
域
君
主
領
の
形
成

文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
研
究
成
果
報
告
書

科
研
費
課
題
番
号

○。
①
一〇
ω
⑩
Q。
』

一
九
九
九
年
三
月

訳
書

ガ
ル
ベ
ー
ル
・ド
・ブ
リ
ュ
ー
ジ

ュ
著
、
守
山
記
生
訳

『ガ
ル
ベ
ー

ル
の
日
記
i
中
世
の
領
域
君
主
と
都
市
民
1
』

漢
水
社
、

一
九
九
八
年
三
月

共
著

藤
岡
謙

二
郎
他
編
集

『講
座
考
古
地
理
学

歴
史
的
都
市
』
三
、

学
生
社
、

一
九
八
五
年

一
月

関
西
中
世
史
研
究
会
編

『西
洋
中
世
の
秩
序
と
多
元
性
』

法
律
文
化
社
、

一
九
九
四
年
五
月

奈
良
大
学
文
学
部
世
界
遺
産
コ
ー
ス
編

『世
界
遺
産
と
都
市
』

風
媒
社
、
二
〇
〇

一
年
六
月

ア
ン
ド

レ
・ジ
ョ
リ
ス
著
、
瀬
原
義
生
監
訳
、
守
山
記
生
他
訳

『地

域
か
ら
み
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
-
中
世
ベ
ル
ギ
ー
の
都
市

・
商

業

・
心
性
1
』

≦

Z
男
〈
〉

西
洋
史
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
六

一
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
〇
四
年

一
月

論
文「形

成
期
フ
ラ
ン
ス

・
コ
ミ

ュ
ー
ン
都
市
の
軍
事
的
特
質
に
つ
い

て
ー
フ
ラ
ン
ス
封
建
王
政
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
ー
」

『奈
良
大
学
紀
要
』
二
号
、

一
九
七

三
年

一
二
月

「中
世
都
市
カ
ン
ブ
レ
ー
前
史
の

一
考
察
」

『奈
良
大
学
紀
要
』
四
号
、

一
九
七

五
年

一
二
月

「都
市

コ
ミ
ュ
ー
ン
の
発
展
ー
サ
ン

・
カ
ン
タ
ン
の
コ
ミ
ュ
ー
ン

証
書
の
分
析
を
通
じ
て
ー
」

『奈
良
大
学
紀
要
』
⊥ハ
号
、

一
九
七
七
年

一
二
月

「「神
の
平
和
」
運
動
の
展
開
ー
ラ
ン
ス
教
会
地
方

・
ア
ミ
ア
ン
目

コ
ル
ビ
ー
間
の
動
向
を
主
と
し
て
ー
」

『奈
良
大
学
紀
要
』
八
号
、

一
九
七
九
年

一
二
月

「中
世
都
市
ル

・
マ
ン
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動
」

『奈
良
大
学
紀
要
』

一
二
号
、

一
九

八
三
年

一
二
月
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「ベ
ル
ギ
ー
の
中
世
都
市
」

藤
岡
謙
二
郎
他
編
集
『講
座
考
古
地
理
学

歴
史
的
都
市
』

三
、
学
生
社
、

一
九
八
五
年

一
月

「成
立
期
の
中
世
都
市

コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動

(上
)
1
主
と
し
て
北

フ
ラ
ン
ス
の
場
合
1
」

『奈
良
大
学
紀
要
』

一
七
号
、

一
九
八
九
年
三
月

「
一
二
世
紀
初
期
の
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
政
変
と

エ
ラ
ン
バ
ル

ド

一
族
」

『奈
良
史
学
』

一
〇
号
、

一
九
九
二
年

一
二
月

「成
立
期
の
中
世
都
市
コ
ミ

ュ
ー
ン
運
動

(中
)
1
主
と
し
て
北

フ
ラ
ン
ス
の
場
合
1
」

『奈
良
大
学
紀
要
』
二
二
号
、

一
九
九
四
年
三
月

「
一
二
世
紀
初
期
の
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
政
治
的
変
動
」

関
西
中
世
史
研
究
会
編

『西
洋
中
世
の
秩
序
と
多
元
性
』

法
律
文
化
社
、

一
九
九
四
年
五
月

「成
立
期

の
中
世
都
市
コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動

(下
)
1
・王
と
し
て
北

フ
ラ
ン
ス
の
場
合
i
」

『奈
良
大
学
紀
要
』
二
三
号
、

一
九
九
五
年
三
月

「西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
の
形
成
」

『奈
良
史
学
』

一
三
号
、

一
九
九
五
年

一
二
月

「ア
ミ
ア
ン
ー
中
世
都
市
と
大
聖
堂
1
」

奈
良
大
学
文
学
部
世
界
遺
産

コ
ー
ス
編

『世
界
遺
産
と

都
市
』
風
媒
社
、
二
〇
〇

一
年
六
月

「
一
一
二
七
～
二
八
年
の
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
政
変
と
フ
ラ
ン

ス
国
王
の
対
応
」

『奈
良
史
学
』

一
九
号
、
二
〇
〇

一
年

一
二
月

「紀
元
千
年
頃
の
西
欧
社
会
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
ー
ラ
ウ
ー

ル

・
グ
ラ
ベ
ー
ル
と
そ
の
著
を
中
心
に
し
て
ー
」

『奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
』

一
三
号
、
二
〇
〇
五
年

三
月

研
究
ノ
ー
ト

「中
世
初
期
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
の
都
市
」

『
比
較
都
市
史
研
究
会
会
報
』
通
巻
六

一
号
、

一
九
八

一

年
七
月

史
料
紹
介

[ノ
ジ
ャ
ン
の
ギ
ベ
ー
ル
の
回
想
録

(
一
)
1
中
世
都
市
ラ
ン
の

一4一



コ
ミ

ュ
ー
ン
運
動
ー
」

『奈
良
史
学
』
三
号
、

一
九
八
五
年

一
二
月

「ノ
ジ

ャ
ン
の
ギ
ベ
ー
ル
の
回
想
録

(二
)
ー
中
世
都
市
ラ
ン
の

コ
ミ

ュ
ー
ン
運
動
1
」

『奈
良
史
学
』
四
号
、

一
九
八
六
年

一
二
月

概
要
報
告

「
一
一
二
七
～
二
八
年
の
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
政
変
と
フ
ラ
ン

ス
国
⊥
の
対
応
」

『
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
報
』

一
〇
号
、

二
〇
〇

二
年

三
月

一5一


